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訓練に励む青井沢の鈴木長作さん (8.10 第 2回機能訓練)

もう一つの夏

保健センターで始まった機能訓練

この暑い夏でも-8たりと体を休めれば また不自由な体に

もどってしまう

琶の元気な姿を夢男つつ 黙々と訓練する姿に 生きる感動

を覚えた
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ふたま銀お川川l川

九
月
十
五
日
は
『
敬
老
の
白
」
こ
れ
に

先
ん
じ
て
、
村
で
は
九
月
十
二
日
〈
火
曜
日
)

に
「
敬
老
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
は
、
昨
年
よ
り
五
十
人
多

い
千
七
十
二
人
(
八
月
一
日
現
在
)
で
す
。

玉
川
村
に
お
い
て
も
着
実
に
高
齢
化
社
会
へ

と
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
家

の
繁
栄
は
老
夫
婦
が
健
在
で
あ
る
こ
と
と
も

言
わ
れ
ま
す
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
生

き
て
、
平
成
元
年
に
八
十
歳
を
迎
え
た
四
組

の
夫
婦
の
方
に
、
長
生
き
の
秘
け
つ
な
ど
を

伺
っ
て
み
ま
し
た
。

川辺

須藤安正(82)・ハルオ(80)さん夫婦

三
十
口
大
丈
夫
だ
よ
」
と
大
き
な
声

に
、
思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
。
で
も
、
そ

ば
に
居
た
ハ
ル
オ
さ
ん
は
、
「
去
年
よ

り
体
が
重
い
み
て
い
だ
ナ
イ
」
と
医

師
を
前
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
語

っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
米
を
除
く
食

べ
物
は
、
全
部
ハ
ル
オ
さ
ん
が
手
塩

に
か
け
て
作
っ
て
い
る
。

昔
か
ら
静
か
な
安
正
さ
ん
へ
、
ハ

ル
オ
さ
ん
は
「
毎
日
気
合
か
け
て
ん

だ
ゾ
イ
」
と
し
り
目
に
語
る
も
の
の
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と

願
う
気
持
ち
が
、

安
正
さ
ん
の
お
だ

や
か
な
表
情
に
感
じ
ら
れ
た
。

近
所
に
住
む
百
三
歳
の
ツ
子
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
ハ
ル
オ
さ
ん
は
同
じ
酉
年

五
十
代
中
ば
で
隠
居
し
て
か
ら
、

二
十
五
年
に
な
っ
た
須
藤
さ
ん
夫
婦
。

出
合
い
頭
に
、
「
ひ
と
仕
事
や
っ
て

き
た
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
う
地
下
足
袋
姿

の
素
朴
な
ハ
ル
オ
さ
ん
に
出
会
っ
た
口

中
に
入
る
と
、
大
き
な
灰
皿
を
前
に

一
服
し
て
い
た
安
正
さ
ん
が
、
そ
っ

と
座
布
団
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
。

安
正
さ
ん
は
、
五
年
前
に
軽
い
脳

出
血
に
あ
い
往
診
を
受
け
て
い
る
毎

日
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
来
診
時
間
に
出

会
い
、
血
圧
を
測
っ
た
先
生
が
「
百

女の最高齢者 A

)11辺・大竹ツ子さん(103) 

生
れ
。
顔
を
合
わ
す
た
び
に
「
オ
レ

が
後
継
ぎ
す
っ
か
ら
」
と
雷
い
つ
つ
、

好
テ
ぷ
畑
で
鍬
を
振
る
っ
て
い
る

D

二t

矢吹源次郎(82)・シナ(80うさん夫婦

1111川

取
材
に
来
る
か
ら
と
、
息
子
さ
ん

の
計
ら
い
で
、
母
屋
の
洋
間
に
居
た

矢
吹
さ
ん
夫
婦
に
話
を
伺
っ
た
。

終
始
、
話
し
掛
け
に
答
え
る
の
は

源
次
郎
さ
ん
。
隠
居
は
あ
っ
て
も
な

い
状
況
だ
け
に
、
母
屋
で
過
ご
す
時

間
が
多
い
そ
う
だ
。
し
か
る
に
源
次

郎
さ
ん
は
「
隠
居
は
不
経
済
だ
L

と

説
く
。
ま
た
、
昔
よ
り
今
の
ほ
う
が

い
い
と
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ス
ポ
ー
ツ
番

組
が
大
好
き
で
、
便
利
に
な
る
時
代

の
波
に
う
ま
く
乗
っ
て
い
る
。

シ
ナ
さ
ん
は
と
い
う
と
、
源
次
郎

、
さ
ん
の
リ

l
ド
に
合
わ
せ
て
は
い
る

も
の
の
、
昔
の
話
に
な
る
と
、
や
は

り
記
憶
力
は
勝
っ
て
台
り
、
夫
の
話

を
う
ま
く
つ
な
い
で
く
れ
る

D

年
中
ほ
が
ら
か
に
生
活
す
る
こ
と

が
信
条
な
だ
け
に
、
年
寄
り
の
立
場
と

い
う
も
の
を
寸
年
と
る
と
つ
い
よ
け

い
な
口
を
出
し
た
が
る
が
、
聞
こ
え

て
も
聞
こ
え
な
い
振
り
を
す
ん
の
が

い
い
ナ
イ
」
と
家
庭
円
満
の
秘
け
つ

を
語
る
。

「
ど
っ
ち
み
ち
、
何
か
あルヘ、

男の最高齢者
南須釜・増子恒吉さん(93)

足 れ 島
すば l

o 聞
き

来
ん
だ
か
ら

1111川

最
後
に
、
「
長
生
き
の
こ
つ
は
、

早
寝
早
起
き
」
と
惑
わ
ず
答
え
た
。

真の す 目 い 夫 ん う だ 息 い て き け 決自
弓忠夫シをつ婦とのナ子ら丈たなし分シ
家い婦ゲ潤ぞだももイ夫れ犬。いてのゲ
のやそさまいと、な。捕んで「と人苦さ
繁りれんせ L 思模ん親のの生こ生に労ん
栄がぞ。でとっ範だがおもきうきははは
を、れ 話 、 て の げ 言 陰 、 で し て 向
築

て

る

σコ
だ
と
強
く
感
ビ
た。

と
付
け

蒜生

真弓勝衛(85)・シゲ、(80)さん夫婦

婦

市見

早
起
き
し
で
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
、

ひ
孫
た
ち
か
ら
元
気
な
あ
い
さ
つ
を

受
け
る
毎
日
。
勝
衛
さ
ん
の
規
則
正

し
い
生
活
も
ま
た
、
一
家
を
支
え
て

い
る
よ
う
だ
。

孫
の
奥
さ
ん
が
沖
縄
出
身
で
、
現

在
わ
産
の
た
め
帰
郷
し
て
い
る
が
、

真
新
し
い
命
名
を
指
さ
し
て
、
一
二
人

目
の
誕
生
を
教
え
て
く
れ
た
。

コ
二
夫
婦
そ
ろ
っ
て
一
緒
に
住
ん

で
い
る
家
は
、
村
で
も
珍
し
い
ベ
ナ

イ
」
と
、
取
材
待
ち
し
た
シ
ゲ
さ
ん

が
、
話
を
切
り
出
し
て
く
れ
た
。

家
族
十
人
が
暮
し
て
い
る
だ
け
に
、

お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
ス
ム

ー
ズ

に
家
事
を
こ
な
し
て
い
る
。
勝
衛
さ

ん
は
、
少
し
体
が
不
自
由
だ
が
、
シ

ゲ
さ
ん
は
、
至
っ
て
丈
夫
で
あ
る
。

ふ龍ま鍋3

本田栄勝(84)・きよ(80)さん夫婦

浮
世
離
れ
し
た
良
い
所
(
隠
居
)

と
語
る
き
よ
さ
ん
の
言
葉
ど
お
り
、

夫
婦
水
い
ら
ず
の
生
活
で
あ
る
。

「
毎
日
何
し
て
ん
だ
ィ
」
と
の
聞

い
に
、
「
何
も
し
て
ね
え
L

と
二
人

そ
ろ
っ
て
答
え
る
。
母
屋
と
の
連
絡

も
電
話
で
足
り
る
。
そ
こ
で
、
昔
は

ど
う
だ
つ
た
か
と
聞
く
と
、
元
来
本

田
さ
ん
宅
で
は
米
屋
を
営
む
庖
だ
つ

だ
が
、
栄
勝
さ
ん
が
来
て
か
ら
、
こ

の
商
売
の
外
に
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
、

給
油
所
、
ガ
ス
、
飼
料
な
ど
次
々
に
事

業
を
拡
大
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、

と
ん
と
ん
拍
子
で
は
な
く
、
当
時
、
共

同
で
設
立
し
た
会
社
が
倒
産
し
て
、

そ
の
債
務
を
全
部
か
ぶ
っ
た
苦
い

経
験
が
あ
っ
た
。
で
も
、
根
っ
か

ら
の
商
売
好
き
と
家
族
の
協
力
か

ら
、
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
現
在
の

本
田
高
屈
を
築
き
上
げ
た
。

っ
一
一
人
で
長
生
き
で
き
た
秘
け

つ
は
」
と
の
問
い
に
、
き
よ
さ
ん

が
「
ど
っ
ち
か
が
合
わ
せ
る
こ
と

だ
ナ
イ
」
と
の
答
え
。
で
も
、
栄

勝
さ
ん
は
、
き
よ
さ
ん
の
耳
の
遠

い
の
を
い
い
ご
と
に
小
声
で
「
女

は
強
い
が
ら
ナ
イ
」
と
わ
ど
け
て

み
せ
た
が
、
男
の
優
し
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。

川 11川

う
、
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9
月
ロ
日
(
火
)
村
体
育
館
で

平
成
元
年
の
村
敬
老
会
は
、
九
月

十
二
日
(
火
)
午
前
十
時
か
ら
、
村
体

育
館
で
開
か
れ
ま
す
。

今
年
の
招
待
者
数
は
、
七
十
五
歳

以
上
(
平
成
元
年
九
月
十
五
日
現
在
)

の
お
年
寄
り
四
百
八
人
で
、
昨
年
よ

り
九
人
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
八
十
歳
以
上
が
二
百
十

五
人
、
七
十
五
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま

で
が
百
九
十
三
人
で
す
。
ま
た
、
今
年

晴
れ
て
七
十
五
歳
に
な
っ
た
方
は
、

男
十
八
人
、
女
三
十
人
合
わ
せ
て
四

十
八
人
で
、
初
め
て
敬
老
会
に
招
待

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
敬
老
会
に
先
立
ち
、
村
長

が
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
十
四
人

の
方
々
を
戸
別
訪
問
し
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

11川

平成元年玉川村長寿者20傑

昨
年
の
敬
老
会
か
ら

平成元年9月1日現在

西島キク旬。

大越サタ加。

車田シノ信明

小林イネ抱9
大野セキ (89)

関
¥

昭
和
六
十
二
年
に
、

が
ん
で
亡
く
な
っ
た
人

は
全
国
で
十
九
万
九
千

人
を
超
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
死
亡
者
全
体
の

二
六
・
六
%
を
占
め
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
亡

く
な
っ
た
人
の
四
人
に

一
人
が
、
が
ん
に
よ
る

も
の
で
、
二
分
三
十
八

秒
に
一
人
の
割
合
で
、

が
ん
に
よ
る
犠
牲
者
が

で
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
が
ん
の
死
因
の

中
で
、
胃
が
ん
が
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五人
-，~ 
0;::;.' 

平
成
元
年
度
の
村
の
成
人
病
検
診

は
、
四
十
歳
以
上
の
村
民
を
対
象
に
、

基
本
検
診
(
今
年
度
か
ら
)
と
胃
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

基
本
検
診
(
心
電
図
、
眼
底
、
血

液
検
査
)
が
二
千
百
五
人
(
受
診
率

九

0
・
三
%
)
が
受
診
し
た
の
に
対

し
て
、
胃
が
ん
検
診
の
受
診
者
は
八

百
九
十
七
人
(
受
診
率
四
五
・
一
二
%
)

と
少
な
い
も
の
の
、
昨
年
よ
り
受
診

率
が
八
・
三
%
上
昇
し
て
い
ま
す

D

持
に
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
決
め
て
だ
け
に
、
年
一
回
の

成
人
病
検
診
に
対
す
る
関
心
と
、
健

康
に
対
す
る
村
民
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
と
言
え

急

カず

ん

が
ん
に
よ
る
死
因
の
二
番
目
が
肺

が
ん
で
す
。
肺
が
ん
の
第
一
原
因
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
喫
煙
で
す
。

喫
煙
量
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
喫
煙
開

始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
肺
が
ん
に
な

り
や
す
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

赤十字社から配車

赤い十字のマークて親しまれ

ている日本赤十字社福島県支部

より、このたび村に対して軽自

動車(写真)が配車されました。

この車は、村内の赤十字活動

の一屠の推進を留るためのもの

で、今後、救援や献血などの赤

十字事業をはじめ、社会福祉活

動の足となって村内を走り回り

ます。
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、

好

栄
冠

第
十
八
回
玉
川
村
少
年
球
技
大
会

が
、
八
月
六
目
玉
川
第
一
小
学
校
と

同
体
育
館
に
お
い
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
の
影
響
で
、
試
合
途

中
か
ら
雨
が
降
り
だ
し
た
も
の
の
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ

i
に
応
援
者

も
熱
い
声
援
を
お
く
つ
て
い
ま
し
た
。

チ

!
ム

こ
の
大
会
は
、
村
青
少
年
健
全
育

成
村
民
会
議
が
主
催
し
た
も
の
で
す

が
、
練
習
を
通
し
て
親
子
が
ふ
れ
あ

う
有
意
義
な
夏
休
み
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

*
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
回
戦

小

高中

23 20 
I I 
9 3 

四

辻

南
須
釜

軍

八
月
六
日
午
後
七
時
雨
の
中
で
、

村
民
待
望
の
村
民
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照

明
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

翌
月
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
野
球
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
で
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
八
月
十
九
日
夜
、
村

商
工
会
主
催
村
内
事
業
所
親
善
野
球

大
会
の
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
去
る
八
月
六
日
に
聞
か
れ

準二
川 決 北川岩田

勝中須 法戦
辺 釜辺寺
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岩
法
寺

勝

島
富

ま
し
た
が
、
台
風
の
影
響
で
東
京
精

工
対
福
島
富
士
の
決
勝
戦
だ
け
が
順

延
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

結
果
は
、
初
出
場
の
福
島
富
士
が

終
盤
に
逆
転
し
、

9
1
7
で
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

年
々
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
増
え
る

中
で
、
日
没
に
気
を
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
の
び
の
び
プ
レ
ー
で
き
る

ナ
イ
タ
ー
設
備
は
、
期
待
ど
お
り
の

決 準 二一決
小 北小決北岩小 田)1I 回 * 川 勝 ，
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竜蒜川 山 南
小 須 中

辺屋釜

岩
法
寺

北
須
釜

成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

決
勝
を
除
く
試
合
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

場

側

側

役

工

工

村

精

精

川

根

根

玉

中

中

勺

δ

1
よ

ハ

U

一
一
一

p
h
υ
n
O
F
h
u
 

側

場

械

工

役

工

ク

精

村

精

守
口
小
川
京

ブ

東

玉

東

A
 

Bフロック
福島富士(械 9-5 商工会青年部

商工会青年部 11-3福島双羽電機(楠

福島富士総 6-4福島双羽電機械
崎生

3
日
間
・
第
口
回
役
職
員
ソ
フ
ト
ボ

i
ル
大
会
村
民
グ
ラ
ン

ド

午

前

8
時
1

4
日
間
・
マ
マ
さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
⑤
村
体
育
館

午
後
2
時
1
4
時

6
附
1
7
附
・
高
齢
者
教
室
⑤

野
外
研
修
県
北
地
方

日
日
間
・
青
年
教
室
④

「
村
は
今
f
」

講
師
:
・
村
長
、
公
民
館
長

ロ
日

ω・
須
釜
書
道
教
室
⑦
須
釜

公
民
館
午
後
7
時
1
9
時

凶
日
同
・
泉
書
道
教
室
⑦
就
改
セ

ン
タ

i
午
後
7
時
1
9
時

四
日
間
・
泉
婦
人
学
級
④

「
お
茶
を
い
た
だ
く
」

講
師
・
・
・
小
林
喜
子
先
生

就
改
セ
ン
タ
ー

午
後
7
時
1
9
時

初
日

ω・
家
庭
の
日
作
文
審
査
会

詑
日
⑥
・
須
釜
婦
人
学
級

「
わ
茶
を
い
だ
だ
く
」

講
師
・
・
・
小
林
喜
子
先
生

須
釜
公
民
館

午
後
7
時
1
9
時

お
白
川
w
e
須
釜
書
道
教
室
③
須
釜

公
民
館
午
後
7
時
1
9
時

お
日
肘
・
泉
書
道
教
室
③
就
改
セ

ン
タ
i
午
後
7
時
1
9
時
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3番員仁井田健さん

第
九
目
黒
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
県
中
地
方
大

会
が
、
八
月
二
十
二
日
小
野
町
小
野
運
動
公
園
多

B
的
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
。
本
村
か
ら
、
石
川

支
部
代
表
と
な
っ
た
、
竜
崎
分
団
(
ポ
ン
プ
車
の

部
)
と
中
分
団
(
小
型
ポ
ン
プ
の
部
)
が
出
場
、

猛
暑
の
続
い
た
連
日
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
満

足
し
た
表
情
で
長
い
夏
に
別
れ
を
告
げ
た
。

指揮者湯沢真次さん

川川"附附111川川11附川11

竜崎:;分自;;;;

4番員小林雅之さ λ1番員根本武則さん

識す

ヴ

い
指揮者岡部康利さん

も

今
回
の
県
中
犬
会
に
は
、
郡
山
、

須
賀
川
、
石
川
、
一
二
春
、
小
野
の
県

中
五
支
部
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に

八
チ

l
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
九

チ
l
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

本
番
を
前
に
、
小
原
団
長
、
車
田

村
長
、
佐
久
間
村
議
会
議
長
か
ら
そ

ろ
っ
て
「
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
激
励

に
、
「
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
」
と

大
き
な
声
で
こ
た
え
、
玉
川
村
消
防R

¥
 

電崎分団のポンプ操法 (8.22小野町)

ヘ
団
の
勇
士
を
披
露
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
、
本
村
の
竜
崎
分
団
が

堂
々
の
準
優
勝
、
中
分
団
も
健
闘
し

第
四
位
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

長
く
厳
し
か
っ
た
練
習
と
二
つ
の

大
会
を
終
え
、
「
今
年
の
夏
は
長
が

っ
た
な
あ
」
、
「
ほ
ん
と
」
と
の
選

手
た
ち
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

本
当
に
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

1番員小針武彦さん島

平
成
二
年
度
採
用

沼

53 
[@ 

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で
は
、

平
成
二
年
度
採
用
の
消
防
職
員
(
高

校
卒
程
度
)
を
左
記
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。戸

い

・
職
種
と
採
用
予
定
人
員

消

防

職

若

干

名

・
受
験
資
格

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性
。
(
学
歴
は
聞
い

ヨま
せ
ん
)
た
だ
し
、
身
長
お
お
む

ね
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

で
、
胸
囲
は
身
長
の
お
お
む
ね
二

分
の
一
以
上
、
視
力
は
両
眼
と
も

裸
眼
で

0
・
一
ニ
以
上
で
色
神
が
正

常
で
あ
る
人
。

-
試
験
の
方
法
と
内
容

①
第
一
次
試
験

・
筆
記
試
験
(
高
校
卒
程
度
)

・
教
養
試
験
と
作
文
(
課
題
式
)

②
第
二
次
試
験
験

補充員小林正ーさメ

一一一一@

つ

2番員車田武実さん

子

故から

9/11 ~20 

ユと
通
安
全
旬
間

官
間

齢

者

お
年
寄
り
は
、
私
た
ち
の
歴
史

を
語
る
生
き
証
人
。
で
も
、
か
ら

だ
全
体
の
老
い
が
目
立
ち
ま
す
。

い
た
わ
り
の
気
持
を
大
切
に
。

秋
の
全
国

9/21 '"'-' 30 

3と
通
安
全
運
動

今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
忙
が
し

昨年の交通安全パレード(JII辺小)

く
な
る
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
す
が
、

ス
ポ

l
y
と
文
化
の
秋
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
年
で

一
番
充
実
感
の
あ

る
季
節
と
言
え
ま
す
。

さ
で
、
ご
ん
な
に
楽
し
く
充
実
し

た
毎
日
と
、

一
瞬
に
し
で
夢
を
壊
し

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
。
で

も
、
考
え
て
み
れ
ば
ど
ち
ら
も
私
た

ち
が
つ
く
る
こ
と
な
の
で
す
。

自
分
勝
手
、
不
注
意
な
ど
原
因
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と

し
た
思
い
や
り
と
ゆ
と
り
を
も
て
ば
、

も
っ
と
交
通
事
故
は
減
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
出
掛
け

の

一
言
も
忘
れ
ず
に
。

修さん2番員永林

第
一
次
試
験
合
格
者
の
み

・
体
力
検
査
(
け
ん
垂
、
跳
躍
、

腕
立
て
伏
せ
、
起
き
上
が
り
、

握
力
)

・
面
接
・
身
体
検
査
・
身
上

調
査

-
試
験
の
期
日
と
会
場

①
第

一
次
試
験

・
平
成
元
年
十

一
月
五
日
(
日
)

.
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

②
第
二
次
試
験

・
平
成
元
年
十
二
月
上
旬
予
定

・
受
験
手
続

申
込
み
用
紙
は
、
消
防
本
部
、

村
役
場
(
総
務
課
)
に
あ
り
ま
す
。

郵
便
で
申
込
み
用
紙
を
請
求
さ 3番員古寺貴栄さん

補充員鈴木今朝美さん

れ
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採

用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書

し
、
七
十
二
円
切
手
を
は
っ
た
あ

て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
、
一
T
九
六
二
須
賀
川
市
丸

田
町
一
五
三
番
地
須
賀
川
地
方

広
域
消
防
本
部
総
務
課
に
わ
送
り

下
さ
い
。

-
受
付
期
間

平
成
元
年
九
月
一
日
(
金
)
か
ら

九
月
三
十
日
(
土
)
ま
で
(
郵
送
の

場
合
で
も
九
月
三
十
日
必
着
)

-
そ
の
他

詳
し
く
は
、
須
賀
川
地
方
広
域

消
防
本
部
総
務
課
へ
宮

0
2
4
8

(
7
6
)
3
1
1
1
内
線
2
0
5
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佐藤正明氏の講演会より
盛大に行われた、四辻新田区制百年祭記念式典 (8.15区民広場)

『
ヤ
マ
メ
と
フ
ラ
ワ
ー
の
里
』
と

村
唯
一
の
温
泉
郷
で
知
ら
れ
る
四
辻

新
田
地
区
で
、
八
月
十
五
日
区
制
百

周
年
と
区
民
広
場
の
完
成
を
祝
う
、

「
四
辻
新
田
区
制
百
年
祭
」
が
、
真

新
し
い
区
民
広
場
で
護
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

四
辻
新
田
区
は
、
古
く
か
ら
い
わ

き
と
須
賀
川
を
結
ぷ
街
道
筋
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

式
典
に
は
、
区
民
、
区
出
身
者
、

村
、
村
議
会
関
係
者
ら
約
二
百
人
が

果
物
は
重
い
が

試
み
の
対
象

次
に
果
物
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
図
ー
を
ご
覧

下
さ
い
。
果
物
は
重
量
の
割
に
、
価

格
が
安
い
ん
で
す
。
一
番
多
く
乗

っ
て
い
る
空
港
は
と
苦
い
ま
す
と
、

羽
田
な
ん
で
す
。
関
東
で
と
れ
た

果
物
が
北
海
道
に
運
ば
れ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
玉
川
村
で
わ
や
り

に
な
る
の
で
し
た
ら
、
ま
ず
北
海キ

ー

出
席
し
、
区
制
施
行
百
年
の
歩
み
を

振
り
返
え
り
な
が
ら
、
将
来
に
向
け

て
区
民
の
連
帯
を
韓
日
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
広
場
の
一
角
に
建
立
し
た

Aム4唱

でチ

校
記
念
碑
(
縦
六
十
号
、
横
百
二
十
号
)

を
須
田
勝
也
区
長
と
須
田
美
次
郎
歴

代
区
長
代
表
の
二
人
が
除
幕
し
ま
し

た
。
碑
文
は
車
田
村
長
謹
書
。

こ
の
百
年
祭
は
、
四
月
の
区
総
会

に
h

叩
い
て
提
案
さ
れ
、
十
六
人
の
実

行
委
員
会
を
設
立
。
記
念
事
業
と
し

て
四
十
二
世
帯
か
ら
浄
財
を
集
め
、

区
の
中
央
部
高
台
に
区
民
広
場
の
造

成
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ま
し
た
。

式
典
を
祝
っ
て
十
四
日
に
、
小
・

育
優

体力っくり研究発表会(昭63.10.20)

八
月
八
・
九
日
の
二
日
に
わ
た
り
、

須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
h

ぬ
い
て

第
十
三
回
福
島
県
学
校
体
育
、
保
健
・

安
全
、
給
食
研
究
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
大
会
席
上
、
本
村
の

泉
中
学
校
が
福
島
県
保
健
体
育
優
良

校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら

昭
和
六
十
三
年
度
の
三
年
間
、
福
島

県
教
育
委
員
会
か
ら
泉
中
学
校
が
、

『
体
力
つ
く
り
研
究
推
進
校
』
と
し

て
県
内
で
唯
一
指
定
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
三
年
間
、
学
校
体
育

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
福

島
県
学
校
体
育
研
究
連
合
会
よ
り
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

中
学
生
を
対
象
に
「
わ
ん
ぱ
く
魚
つ

か
み
ど
り
大
会
」
や
、
同
区
の
中
心

b

め

J'ま
・

を
流
れ
る
東
川
の
清
流
に
マ
ス
を
放

流
し
て
「
ふ
れ
あ
い
大
公
望
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
に
は
、
式
典
を

前
に
「
子
供
の
祭
典
」
で
ゲ

l
ム
を

楽
し
み
、
式
典
後
は
「
焼
肉
パ
ー
テ

ィ
」
で
舌
鼓
を
打
ち
、
「
百
年
祭
記

念
大
懸
賞
盆
踊
り
大
会
」
を
催
す
な

ど
、
両
日
昼
夜
に
わ
た
り
、
大
勢
の

人
た
ち
で
百
年
祭
を
祝
い
ま
し
た
。

泉
中
学
校
で
は
「
一
人
一
人
が
め

あ
て
を
持
ち
、
進
ん
で
体
力
つ
く
り

に
取
り
組
む
生
徒
の
育
成
」
を
研
究

主
題
に
、
一
体
育
授
業
の
公
開

二
自
彊
タ
イ
ム
(
自
ら
努
め
励
む

時
間
)
三
部
活
動
の
三
つ
に
重

点
を
置
き
な
が
ら
、
体
育
活
動
の
日

常
化
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
期
間
中
に
、
昭
和
六
十
二
年
十

一
月
に
中
開
発
表
、
昭
和
六
十
三
年

十
月
に
は
、
総
ま
と
め
と
し
て
吋
体

力
つ
く
り
研
究
発
表
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

運

む

習…
J

今
後
の
課
題
と
し
て
、
菊
地
隆
夫

校
長
は
「
最
終
的
に
は
、
生
徒
た
ち

が
毎

E
の
部
活
動
を
通
し
て
、
自
主

的
な
体
力
つ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に¥
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b
I

、

道
が
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
ね
。

具
体
的
に
何
が
い
い
か
と
申
し
ま

す
と
、
実
は
果
物
の
御
三
家
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
フ
ラ
イ
ト
に

適
す
る
果
物
は
、
『
ブ
ド
ウ
、
も
も
、

み
か
ん
』
の
三
品
目
な
ん
で
す

G

こ

の
中
で
、
玉
川
村
で
や
ろ
う
と
思
え

ば
出
来
る
物
は
、
も
も
で
す
ね
。
待
に

東
部
地
区
は
適
地
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
伸
び
る
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
中
に
、
柿
(
干
し
柿
)

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
有
名
な
ア

ン
ポ
柿
の
産
地
に
近
い
訳
で
す
か
ら
、

一
つ
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
c

そ
れ
と
梅
で
す
ね
。

し
か
し
、
果
物
は
重
い
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
直

な
と
こ
ろ
御
三
家
を
除
く
と
、

P
R

替
り
に
フ
ラ
イ
ト
し
て
い
る
状
況
な

ん
で
す
。
し
い
て
言
え
ば
、
今
後
最

も
期
待
で
き
る
物
は
び
わ
ぐ
ら
い
の

も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

0

1

j

O

一

F
「
ハ
U

寸

F
O

A
4
n
o

一n
u

噌

1

一

円

i

F
O

一

nu

一

g
A
1
n
u

一

刀
ロ
ハ
U
寸

同

H
u
p
n
u

一

国
亘
心

荷

4

出物
別

産

;

ム
ゑ
γ制

。

拘
エ

(図 2)

茶
生シイタケ

しめじ

栗

なめ乙

ま い た け

た ら の め

あけび

わらび

空輸果実品種別出荷量(昭和61年)
500 1，000 1，500 

(国 1) 

ブドウ

もも
みかん
びわ
サ7ランボ

かき
梅

レイシ

なし
いちじく

期
待
で
き
る

生
シ
イ
タ
ケ

さ
で
、
図
2
を
ご
覧
下
さ
い
。

林
産
物
で
す
が
、
こ
こ
で
、
東
北

が
九
州
・
四
国
に
次
い
で
三
番
自

の
空
輸
出
荷
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

何
を
出
荷
し
て
い
る
か
と
申
し
ま

す
と
、
ほ
と
ん
ど
が
生
シ
イ
タ
ケ

で
す

G

こ
れ
を
北
海
道
へ
出
荷
し

て
い
ま
す

D

ト
ッ
プ
の
お
茶
な
ん

で
す
が
、
こ
れ
は
林
産
物
と
言
え

る
か
ち
ょ
っ
と
疑
問
で
す
け
ど
一

応
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
生
シ
イ

タ
ケ
は
か
な
り
飛
行
機
に
乗
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
林
産
物
は

数
量
的
に
知
れ
て
い
ま
す
。

特
に
林
産
物
の
生
シ
イ
タ
ケ
は
、

皆
さ
ん
の
玉
川
村
の
特
産
品
で
も

あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
期
待
で
き

る
商
品
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

泉中の小林一哉君

ハワイ研1~

泉
中
の
小
林
一
哉
君
(
二
年
)
は
、
こ
の
夏
休
み
期
間
に

N

H

K
学
園
が
企
画
す
る
「
ハ
ワ
イ
研
惨
セ
ミ
ナ
ー
」
に
全
国
二
十

二
人
の
仲
間
と
一
緒
に
十
二
日
間
の
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

現
地
人
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で
、
実
り
の
あ
る
憂
休
み
を
過

ご
し
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
一
哉
君
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

土
寸

ふ，ィ
J

外

話
す

現
在
、
玉
川
村
で
は
国
際
交
流
が

普
に
比
べ
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
国
際
化
が
こ
の

村
に
完
全
に
根
付
い
た
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

大
体
の
人
は
「
相
手
の
話
す
言
葉

が
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
と
か
、
「
文
化

が
違
う
」
と
い
う
こ
と
で
相
手
の
こ

と
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
、
と
口
を

そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。

し
か
し
、.
僕
は
去
年
と
今
年
の
夏

に
行
っ
た
ハ
ワ
イ
英
語
研
修
セ
ミ
ナ

ー
で
こ
の
「
理
解
」
が
そ
れ
ほ
ど
難

し
く
な
い
こ
と
や
、
「
外
国
語
」
に
対

し
て
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
を
感
じ
な
く
て

も
い
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 マンツーマン指導の先生たちと(旗を持っているのが一哉君)

ヘ、
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
運
動
に

親
し
む
習
慣
を
育
て
る
た
め
、
今
後

も
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
微

力
で
す
が
全
職
員
で
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

キ
i
l
i
l
i
l
i
-
-
-
i
i

僕
が
初
め
て
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
と

き
は
、
地
元
の
人
か
ら
話
し
か
け
ら

れ
る
た
び
に
逃
げ
回
っ
て
ば
か
り
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
自
己
紹
介
す

る
と
き
ま
で
は
逃
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
僕
は
知
っ
て
い
る
言

葉
を
あ
り
っ
た
け
並
べ
て
言
い
ま
し

た
c

す
る
と
相
手
は
に
っ
こ
り
と
笑

っ
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
外
人
に
外
国
語
を
話

す
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。
要
す
る
に
、
今
ま
で
の
自
分
に
は

外
人
と
話
そ
う
と
す
る
「
勇
気
」
と
、

棺
手
に
自
分
の
意
思
を
伝
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
、
ま
た
逆
に
、
相
手
の

気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
、
と
い
う
気

持
ち
が
な
か
っ
た
の
で
す

D

皆
さ
ん
、
も
し
外
人
と
話
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
と
き
は
恥

ず
か
し
が
ら
、
ず
ず
に
寸J?由

て
、
外
人
と
話
す
こ
と
に
挑
戦
し
て

み
で
く
、
だ
さ
い

D

す
る
と
、
こ
の
玉
川
村
の
寸
国
際

化
」
が
ま
た
一
歩
前
進
す
る
こ
と
で

し
ょ
h

フ。
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加
藤
化
工
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材

料
製
造
販
売
業
と
し
て
昭
和
四
十
八

年
十
二
月
に
、
南
須
釜
字
兎
田
地
内

(
現
在
鈴
木
セ
メ
ン
ト
工
業
)
で
操

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
需
要
増
大
に
伴
い
、

昭
和
五
十
二
年
に
現
在
地
に
工
場
を

新
設
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
に
有
限
会

社
加
藤
化
成
と
し
て
法
人
化
、
さ
ら

に
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
社
名
を
有

限
会
社
加
藤
化
工
と
変
更
し
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
順
調
に
業
績

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

代表取締役社長

加藤 渉

会社の概要
製
品
の
叩
%
は

不
良
品
の
再
加
工

業
務
内
容
は
、
不
良
品
の
再
加
工
、

新
材
の
着
色
加
工
や
新
材
の
販
売
な

ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
に
か
か
る

一
切
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
工
程
は
、
ま
ず
引
き
取
っ
て

き
た
材
料
を
選
別
し
ま
す
口
こ
こ
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
言
っ
て
も
数
多
く

の
種
類
が
あ
る
た
め
、
細
心
の
注
意

を
は
ら
っ
て
混
入
を
防
ぎ
ま
す
。
選

別
し
た
材
料
は
、
粉
砕
機
に
か
け
て

細
か
く
砕
き
ま
す
。
砕
い
た
物
を
押

出
機
に
入
れ
、
熱
を
加
え
て
棒
状
に

戻
し
、
こ
れ
を
細
か
い
粒
状
に
切
断

し
袋
に
入
れ
て
製
品
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
大
部
分
が
県

内
の
成
型
工
場
に
納
入
す
る
ほ
か
、

関
東
方
面
や
宮
城
、
山
形
県
の
工
場

へ
も
納
入
し
て
い
ま
す
。

現
在
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
は
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
ヘ
進
出
し
、
年
々
需
要
が

増
加
す
る
と
と
も
に
多
種
少
量
の
時

代
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
加
藤
化
工
は
、
機
械
設

備
の
充
実
や
作
業
の
改
善
を
行
い
、

品
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
コ
ス
ト

の
削
減
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

誇
り
を
も
つ

て

業

務

に

専

念

資
源
の
大
切
さ
と
、
産
業
廃
棄
物

の
処
理
が
問
題
視
さ
れ
る
時
代
背
景

の
中
で
加
藤
化
工
は
、
両
者
の
意
と

す
る
と
こ
ろ
の
業
種
だ
け
に
、
全
社

員
が
誇
り
を
も
っ
て
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。

福
利
厚
生
面
で
は
、
社
員
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
一
人
一
人
の
意
見

を
尊
重
し
て
年
一
回
の
慰
安
旅
行
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的

に
健
康
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、
働

き
や
す
く
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

次
回
は
俄
佐
藤
製
作
所
で
す

①
材
料
を
砕
J

②
押
出
機
で
熱
を
加
え
て
原
料
に
も
ど
す

③
粒
状
の
原
料
を
袋
に
詰
め
る



お父さん、梅の種うまく飛びました?

準備がまだというのに子供には勝てませんね… 「それではテープカットを行います」
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土
(
さ
む
ら
い
)
商
法
は
、
別
名

資
格
商
法
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

行
政
書
士
や
宅
地
建
物
取
引
主
住

者
な
ど
の
国
家
資
格
や
労
務
管
理
士
、

経
営
診
断
士
な
ど
の
民
間
資
格
が
扱

わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講

座
受
講
を
た
く
み
に
、
ま
た
は
強
引

に
す
す
め
ま
す
。

ιー

で・・・

ま
ず
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
自
宅

に
送
ら
れ
て
き
て
、
一
一

1
三
日
後
職

“川

「救急の臼」は、

救急業務について

皆さん方に、より

正しい理解を深め

ていただくため、毎年 9月9日を「救

急の白Jとし、また、この日を含む 1
週間を「救急医療遇間J と定め、救急

医療について知識と技術の普及に努め

ています。

場
に
早
口
の
勧
誘
電
話
が
あ
り
、
内

容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
あ
い
ま

い
な
返
事
を
し
て
い
る
と
、
申
込
み

と
さ
れ
た
り
住
所
と
氏
名
を
答
え
る

と
申
込
み
と
さ
れ
た
り
す
る
例
が
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
、
自
宅
に
送
り
つ
け
ら
れ

た
教
材
と
請
求
書
に
驚
き
、
業
者
に

電
話
を
す
る
と
、
「
あ
な
た
は
ハ
イ

と
言
っ
た
」
と
か
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
登
録
し
た
か
ら
ダ
メ
」
な
ど
と

言
わ
れ
、
訴
訟
に
す
る
と
脅
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

二
十
代
か
ら
三
十
代
の
男
性
に
被

い

消
防
機
関
が
救
急
業
務
を
開
始
し

て
か
ら
五
十
数
年
が
経
ち
、
現
荏
で

は
三
千
二
百
四
十
六
市
町
村
の
う
ち

救
急
業
務
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村

は
三
千
二
十
一
。
こ
れ
は
全
体
の
九

十
三
・
一
%
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
中
の
救
急

室
口
が
多
く
、
同
一
人
が
数
回
の
被
害

に
あ
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

不

と

こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
は
、
電
話
で
の
勧
誘
に
あ
い
ま

い
な
返
事
を
し
な
い
こ
と
が
肝
要
で

す
が
、
も
し
、
は
っ
き
り
申
込
む
と

言
っ
て
い
な
い
の
に
申
込
み
と
さ
れ

た
場
合
は
、
内
容
証
明
郵
便
で
、
申

込
ん
で
い
な
い
、
受
講
す
る
意
思
は

な
い
と
業
者
に
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
告

0
2

4
5
(
2
1
)
0
9
9
9
ま
で
口

の

出
場
件
数
は
二
百
四
十
二
万
件
、
救

急
車
で
運
ば
れ
た
人
は
二
百
三
十
四

万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全

国
で
一
日
平
均
約
六
千
六
百
件
、
約

十
三
・

O
秒
に
一
回
の
割
合
で
救
急

車
が
出
場
し
、
国
民
の
約
五
十
一
人

に
一
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
救
急
車
は
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
救
急
に
関
す
る
知
識
、
応

届
出
は

忘
れ
ず
に

人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
老
後
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
で
安
心
し
た
老
後
を
迎

え
る
た
め
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
聞
の
各
種
届
出
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
〉
フ
。

各
種
届
出
は
、
人
生
の
節
目
節
目
、

た
と
え
ば
、
転
出
、
転
入
、
就
職
、

転
職
、
退
職
、
結
婚
や
離
婚
な
ど
の

と
き
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。と

く
に
、
第
三
号
被
保
険
者
(
サ

急
手
当
な
ど
に
つ
い
て
習
熟
し
て

お
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

救

き
は

一
一
九
番
す
る
時
、
多
く
の
場

合
気
が
動
転
し
て
し
ま
い
傷
病
者

が
ど
ん
な
状
態
な
の
か
な
ど
必
要

な
こ
と
を
消
防
機
関
へ
伝
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
時
に
は
次

の
ポ
イ
ン
ト
を
は
っ
き
り
あ
わ
てb

t
、

ラ
リ

i
マ
ン
の
妻
)
は
、
配
偶
者
の

転
職
や
退
職
の
と
き
に
も
届
が
必
要

で
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
〉
フ
。消費税の届出は

10月2日までに

《基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

三
千
万
円
を
超
え
る
と
き
》

消
費
税
の
課
税
事
業
者
(
前
々
事

業
年
度
の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円

超
)
は
、
消
費
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

課
税
事
業
者
の
方
で
、
ま
だ
「
消

費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
自
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

〈
課
税
事
業
者
を
選
択
す
る
と

き
V

課
税
事
業
者
以
外
の
方
(
免
税
事

業
者
)
は
、
申
告
や
届
出
な
ど
一
切

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
免
税

事
業
者
の
方
が
、
課
税
事
業
者
を
選

択
す
る
場
合
は
、
「
消
費
税
課
税
事

業
者
選
択
届
出
書
」
を
本
年
十
月
二
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(BB63) 石川管内救急事故出場件数

ずヘ

い
ま
し
ょ
う
。

を

①
救
急
事
故
等
の
発
生
場
所
と
近

く
の
自
標
(
自
宅
で
呼
ぶ
場
合
に

は
、
電
話
の
そ
ば
に
住
所
や
近
く
の

目
標
等
を
書
い
た
メ
モ
を
置
い
て
お

く
)

②
ケ
ガ
人
や
病
人
の
現
在
の
容
態

(
簡
単
に
)
そ
し
て
、
救
急
車
の
サ

イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て
き
た
ら
、
外
へ

出
て
傷
病
者
の
い
る
場
所
へ
案
内
し

て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
救
急
車
を
利
用
で
き
る

⑫ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

う
わ
さ
話
と
い
う
の
は
面
白
い
も

の
で
す
。
と
く
に
対
象
と
な
る
人
物

の
好
ま
し
く
な
い
面
の
話
題
や
、
あ

る
人
が
ほ
か
の
人
に
知
ら
れ
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
題
に
し

て
い
る
と
き
、
そ
の
人
の
自
は
好
奇

心
に
輝
い
て
い
る
も
の
で
す
。

う
わ
さ
が
面
白
い
の
は
無
責
任
な

震
名
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
ふ
だ

ん
何
と
な
く
圧
迫
感
を
受
け
た
り
、

し
ゃ
く
に
さ
わ
る
と
思
っ
て
い
る
人

の
弱
味
を
語
り
合
う
こ
と
で
、
心
の

中
に
つ
ま
っ
て
い
る
も
の
を
発
散
さ

せ
る
か
ら
で
す
。
当
事
者
が
そ
の
場

に
い
な
い
の
で
、
言
い
た
い
こ
と
が

卦
一
問
え
る
し
、
当
人
か
ら
反
論
さ
れ
る

恐
れ
も
な
い
と
い
う
安
心
感
も
あ
り

ま
す
。う

わ
さ
は
も
と
も
と
無
責
任
な
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
対
象
と
な
る

い

ふ

人
物
に
対
し
て
嫉
妬
、
常
悪
、
由
民
怖
、

反
感
、
べ
つ
と
い
う
よ
う
な
マ
イ

の
は
、
救
急
に
病
院
等
に
搬
送
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ガ
人
や
病
人
で

す
。
緊
急
性
が
な
か
っ
た
り
、
救
急

車
以
外
に
搬
送
手
段
が
あ
る
の
に
救

窓
車
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
す
る
救
急
患
者
の

利
用
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
の

意
し
ま
し
ょ
う
。

催

で
は
、
救
急
活
動
の
ほ
か
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
住

良
一
人
ひ
と
り
が
応
急
手
当
を
行
え

ナ
ス
の
感
情
を
も
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
う
わ
さ
が
伝
え
ら
れ
て
い
く
聞

に
た
く
さ
ん
の
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
、

誇
張
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
た
と
え
ば
A
と
い
う
人
を
た
ま

た
ま
大
き
な
病
院
の
廊
下
で
見
か
け

た
人
が
、
そ
の
事
実
を
単
な
る
事
実

つ
わ

話

支」

と
し
て
友
人
に
話
し
た
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
友
人
が

A
に
非
好
意

的
で
あ
る
と
す
る
と
「
A
さ
ん
は
診

察
を
受
け
に
き
た
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
が
次
の
人
に
伝
え
ら
れ

る
と
き
に
は
「
が
ん
ら
し
い
」
と
な

り
ま
す
。
や
が
て
「
が
ん
で
入
院
す

る
よ
う
、
応
急
手
当
の
知
識
や
技

術
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
、

正
し
い
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に

つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
ま
す
と
、
一
刻
を
争
う

ケ
ガ
人
や
病
人
に
対
し
て
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
適
切
な
志

急
手
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
傷
病
者
の
救
命
率
も
格
段
に

高
ま
る
こ
と
が
、
医
学
的
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
c

講
習
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
須
賀
川
地
方
広
域
消
防

本
部
合

0
2
4
8
(
5
7
)
3
1

1
1
ま
で
。

る
こ
と
に
な
っ
た
」
、
「
あ
ま
り
長

く
な
い
ら
し
い
」
と
い
う
形
で
発
展

し
て
い
き
ま
す
。
た
ま
た
ま
知
人
の

見
舞
い
に
行
っ
た
だ
け
の

A
さ
ん
に

は
大
変
な
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

う
わ
さ
話
も
話
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

共
通
の
知
人
の
消
息
を
開
く
こ
と
も

あ
れ
ば
、
情
報
の
交
換
に
も
な
り
ま

す
。
し
か
し
う
わ
さ
話
、
そ
れ
も
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
近
い
う
わ
さ
話
に
興

味
を
も
っ
人
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
責
任
感
が
薄
く
、
自
立
し
て
生

き
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
が
乏
し
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

も
っ
と
自
分
の
意
見
を
相
手
に
述

べ
、
ひ
と
つ
の
論
点
を
め
ぐ
っ
て
棺

日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
口

〈
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る

と
き
V

課
税
売
上
高
が
五
億
円
以
下
の
事

業
者
の
方
が
、
課
税
売
上
高
か
ら
消

費
税
の
納
付
税
額
を
計
算
で
き
る
簡

易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
と
き
に
は
、

本
年
十
月
二
日
ま
で
に
「
消
費
税
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

な
台
、
各
届
出
書
の
提
出
先
は
、

そ
れ
ぞ
れ
所
轄
の
税
務
署
と
な
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
須
賀
川
税
務
署
宮

0

2
4
8
(
7
5
)
2
1
9
4
ま
で
お

尋
ね
下
さ
い
。

手
の
意
見
を
真
剣
に
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
深
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
が
国
の
現
在
の
生
活
環
境
は
決

し
て
単
調
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し

い
事
件
が
生
じ
、
社
会
の
清
況
も
刻

刻
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
を

啓
発
で
き
る
話
題
は
た
く
さ
ん
あ
る

は
ず
で
す
。
子
供
は
親
の
日
常
生
活

の
仕
方
を
見
て
、
多
く
の
こ
と
を
習

得
し
て
い
き
ま
す
。
話
題
の
選
び
方

も
当
然
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
す
。
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欠
格
者
の

皆

へ

こ
の
た
び
、
恩
給
欠
格
者
の
方
の

う
ち
、
外
地
等
に
勤
務
し
た
経
験
を

有
し
、
加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が

三
年
以
上
で
、
請
求
時
に
お
い
て
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
に
は
書
状
(
内
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閣
総
理
大
臣
名
)
を
、
更
に
、
七
十

歳
以
上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順
か
ら

銀
杯
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た口
な
わ
、
旧
軍
人
軍
属
と
し
て
の
窓

給
や
給
付
を
受
け
て
い
る
方
や
、
恩

給
欠
格
者
の
御
遺
族
及
び
ソ
連
な
ど

に
強
制
抑
留
さ
れ
日
本
に
も
ど
っ
た

方
な
ど
は
、
こ
の
事
業
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

D

請
求
書
類
と
問
い
合
せ

に
つ
い
て

は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
宮

(
5
7
)

3
1
0
1
内
線
2
7
ま
で
。

お誕生おめでとう
ございます
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在
宅
当
番
医
蛮
更

九
月
の
在
宅
当
番
医
が
、
次
の
と

お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

変

更

後

9
月
口
日
三
瓶
胃
腸
科
医
院

9
月

お

日

務

川
医
院

(7月届出分)

出生児氏名 保護者名

鈴木大介一夫

飯 田 麻 裕 靖夫

上野大輔寛司

実野自美穂 孝義

須田仁幸 仁

石森涼守

地区

川辺

中

竜崎

南須釜

今

山小屋

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寸
「
】

・
吉
の
森
博
さ
ん
か
ら

二

万

・
吉
の
須
釜
康
善
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
玉
川
村
母
子
会
か
ら
、
母
子
会
の

あ
る
地
区
の
三
年
以
上
寝
た
き
り

の
老
人
に
、
肌
着
七
枚
が
贈
ら
れ

ま
し
た
口

市竺
のそ戸文

玉
川
郵
便
局
と
須
釜
郵
便
局
で
は
、 おくやみ

申し上げます

円

(7月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

小林節子 38 嘉光

小林末須美 88 徳清

関井タカ 82 長吉

森鶴義 60 博

森イノ 90 博

区

崎

釜須

吉

南

ク

// 

地

竜

7，572人(+6) 

3，767人 (+7) 

3，805人 (-1) 

村のようす
(元年 8月1日現在)

aE邑
日T1，591戸(什 )

11 
2 
3 

八
月
十
日
か
ら
玉
川
村
の

P
R
に
と

「
た
ま
か
わ
ゆ
う
ゆ
う
べ

i
ン
」
を

発
売
し
て
い
ま
す
。

二
つ
折
り
に
す
る
と
名
刺
サ
イ
ズ

に
な
る
「
ゆ
う
ゆ
う
べ
!
ン
」
に
は
、

表
に
玉
川
村
の
乙
字
ヶ
滝
と
芭
蕉
の

句
碑
、
裏
表
紙
に
は
平
成
五
年
開
港

の
福
島
空
港
の
横
型
図
写
真
が
載
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ

の
記
念
切
手
十
枚
が
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
価
格
は
六
百
二
十
円
で
す
。




